
取引価格の適正化に向けて取り組んでいる
「パートナーシップ構築宣言」については、「今
後は、その実効性を高め、実際の価格転嫁に
つなげる段階に入っていかなければならない」
と強調した。

連合の芳野会長は、「日本全体の賃金を動か
していくには、中小企業で十分な賃上げがで
きるかどうかにかかっている」と述べ、「労働
組合の立場からも『パートナーシップ構築宣
言』の拡大と
実効性の向上、
適正な価格転
嫁を各企業に
働き掛けてい
きたい」との考
えを表明した。

No.123

日本商工会議所

中小賃上げへ連合と意見交換

マルコス大統領歓迎昼食会

価格転嫁の重要性で一致

５団体で共催、政財界から165人

日本商工会議所の小林健会頭は２月８日、
連合の芳野友子会長と会談し、持続的な賃上
げと価格転嫁の推進などについて意見交換を
行った。連合との懇談は2017年９月以来。中
小企業の賃上げには取引価格の適正化が不可
欠との認識で一致し、価格転嫁の実現に共に
取り組むことを確認した。

日商の小林会頭は、「20年続いた物価も賃金
も上がらないデフレの状況を変えていかなけ
ればならない」と強調。「そのためには、雇用
７割を占める中小企業の賃上げが重要であり、
日商として、できるだけ多くの中小企業が賃上
げに取り組んでほしいと考えている」と述べた。

「これを自発的かつ持続的な賃上げに転換して
いくためには、生産性向上と取引価格の適正
化が不可欠」との考えを示した。

日本商工会議所は２月10日、日本経済団体連
合会、経済同友会、日本貿易会、日比経済委員
会の５団体共催で、来日中のフィリピン共和国
マルコス大統領を招き、都内で歓迎昼食会を
開催した。日本側から各団体代表および会員
企業などから66人、フィリピン側から大統領を
はじめ政財界の代表99人、総勢165人が出席。

主催者を代表してあいさつした日商の小林
健会頭は、マルコス大統領が発表した「八つ
の社会経済政策アジェンダ」について、「社会
保障と人的資本の開発を優先課題として、投
資促進、デジタルインフラ強化などを通じた雇
用の拡大・創出を目標に掲げられており、こう
した分野での協力が期待される」と評価。「安

定的かつ高水準の経済成長を続けるフィリピ
ンは、日本にとって魅力ある事業展開先である。
引き続き両国のビジネス関係強化に貢献した
い」と期待を表明した。

マルコス大統領は、「日本は効率的で調和の
取れたビジネス環境が整備されている。今回の
来 日 が 新 た な
ビ ジ ネ ス チ ャ
ンスとなり、日
本とフィリピン
の 新 た な 友 情
関 係 の ス タ ー
トを祈念する」
と述べた。

2023年３月発行

会談で発言する小林健会頭（左）と芳野友子会長

日本商工会議所
HP

商工会議所は、明治 11（1878）年に、
商工業者の意見を集約し、政府に建
議要望などを行う機関として初めて
東京に創設され、以後、現在までに
全国 515 力所に設立されている、あ
らゆる業種・業態の商工業者からな
る「地域総合経済団体」です。

515 123万会員
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 「魅力を伝える・つなげる篇」

歓迎昼食会であいさつするマルコス大統領（左）と小
林会頭（右）ら
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会議
所の政策提言や事業活動をはじめ、
ビジネスに役立つ情報が満載です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部139円  
年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部535円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら
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リーダーの横顔

杉下 秀幸　
宇部商工会議所 会頭 
UBE株式会社 顧問

あの人を訪ねたい

今村 翔吾
歴史小説・時代小説家

こうしてヒット商品は生まれた！

「ハクキンカイロ」
ハクキンカイロ

特集2
ナンバーワン企業の
世界戦略

日本商工会議所創立100周年

特集1

日本商工会議所
新体制スタート

リーダーの横顔

前嶋 康夫　
東金商工会議所 会頭 
株式会社竹屋 取締役会長

あの人を訪ねたい

鈴木 祥蔵
長楽寺住職

こうしてヒット商品は生まれた！

「wemo paper flip board」
コスモテック

特集2
2023年の
日本の展望と
世界経済の行方

日本商工会議所創立100周年

特
集
1世

界
に
売
り
出
せ

日
本
産
食
材
・
食
品
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かしてほしいという、地域からの期待の表れだ」
と指摘。「全国約３万2000人のメンバーが、今
後も自身の成長や自社の発展のみならず、わ
が国・地域が抱える構造的課題の解決にもぜ
ひ立ち向かってほしい」とエールを送った。

記念式典では、西村会長から小林会頭に政
策提言書を手交。2023年度～ 27年度の中期
行動ビジョンも発表した。

今年で20回目となるビジネスプランコンテ
ストと各地YEGの優れた取り組みを表彰する

「YEG大賞」の
表 彰 式 も 併
せて実施。次
年 度 の 第43
回 全 国 大 会
は、24年３月
13 ～ 17日に
石 川 県 小 松
市 な ど で 開
催することに
している。

2023年３月発行

日本YEG第42回全国大会美の国あきた大会

全国から6682人が出席
日本商工会議所青年部（日本YEG）は２月

15 ～ 19日、「第42回全国大会美の国あきた大
会」を秋田県で開催した。全国のYEGメンバー
6682人が出席（オンライン参加者1305人含
む）。今年は「TO BE WITH YOU ～あなたと
一緒に～『喜びを幸せを共に感じよう そして
次代へ』」をテーマに、秋田県内６市で分科会の
ほか、秋田市で会員総会、ビジネス交流会、記
念式典、ビジネスプランコンテストとYEG大賞
の表彰式などを行った。対面開催は３年ぶり。

記念式典には、日商の小林健会頭のほか、
中谷真一経済産業副大臣（ビデオメッセージ）、
佐竹敬久秋田県知事、穂積志秋田市長、辻良
之秋田県商工会議所連合会会長（秋田・会頭）
ら来賓も多数出席した。

主催者を代表して日本YEGの西村昭宏会長
は、「新たなYEGの物語『YEG STORY』」のス
タートを宣言した。

記念式典であいさつした小林会頭は、全国
515人 の 会 頭のうち約30%の153人をYEGの
OBが占めていることに触れ、「YEGの経験を生 小林健会頭に提言書を手交する西村昭宏日本YEG会長（左）
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